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CTA(Cherenkov Telescope Array)計画は北・南半球の両サイトに合計約 100台の望遠鏡を建設し、20 GeV–100
TeV以上のガンマ線を従来よりも 10倍高い感度で全天観測する、29カ国参加の国際共同プロジェクトである。
我々は 23 m大口径望遠鏡 (LST)の焦点面カメラに搭載する、光検出器信号読み出し回路を開発した。チェレンコ
フ望遠鏡は、大気入射時にガンマ線が形成する電磁カスケードシャワーを大気チェレンコフ光で撮像する。しかし
LSTが感度を持つ数十GeVのエネルギー帯では空気シャワーから到来するチェレンコフ光子数が少なく、星の
光等の夜光光子との判別が難しい。我々の読み出し基板は低消費電力のアナログメモリASIC「DRS4」を採用す
ることで、7本の光電子増倍管 (PMT)からの信号波形を同時にGHzでサンプリングし、シャワー光子と夜光光
子の分離を可能にした。また、少数のシャワー光子の情報のみからトリガーを生成するために、多数の隣接ピク
セルのアナログ波形を足し合わせて判定する方式を採用する。さらに LSTは低エネルギー閾値を目指すため、平
均 15 kHzの非常に高いトリガーレートが見込まれ、望遠鏡一台あたり平均 40 Gbpsの超高速転送が必要になる。
我々はこの要求に耐えるデータ収集システムを構築した。これはカメラを構成する 265枚の読み出し基板から 10
Gbpsスイッチを介し TCP/IP非同期通信により得られた各データを、カメラサーバーのマルチスレッドでイベ
ント毎に結合するシステムである。本講演では LST 1号機データ収集システムの概要・性能について報告する。


